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学習指導要領改訂の背景・趣旨

　「今後10年～20年程度で、半数近くの仕事が自動化される可能性が高い」
　                                       マイケル・A・オズボーン准教授：　※英・オックスフォード大学
　「子どもたちの多くは将来、今は存在していない職業に就く」
　                                       キャシーデビットソン教授：　※ニューヨーク市立大学大学院センター

来るべき未来の予測

新しい価値やサービスが創出され、人々に豊かさをもたらす新たな社会society5.0の到来 

くらしや働き方も変わる 

“今、学校で教えていることは、時代が変化したら通用しなくなるのではないか”  
“人工知能の急速な進化が、人間の職業を奪うのではないか”といった不安の声 

予測できない変化を前向きに受け止め、主体的に向き合い・関わり合い、自ら
の 可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となるための力を子
どもた ちに育む学校教育の実現を目指す。 

学習指導要領改訂の方向性



情報活用能力の育成



情報活用能力を、言語能力と同様に「学習の基礎となる資質・能力」と位置付け

新学習指導要領の情報教育・ICT活用教育関係ポイント

- 小学校 : 文字入力など基本的な操作を習得、新たにプログラミング的思考を育成 

- 中学校 : 技術・家庭科(技術分野)においてプログラミングに関する内容を充実 

- 高等学校 : 情報科において共通必履修科目「情報I」を新設し、全ての生徒がプ

ログラミング のほか、ネットワーク(情報セキュリティを含む)やデータベースの
基礎等について学習 

小・中・高等学校共通のポイント (総則)

学校のICT環境整備とICTを活用した学習活動の充実を明記

小・中・高等学校別のポイント (総則及ひ各教科等)

小学校プログラミング教育の必修化を含め、小・中・高等学校を通じてプログ
ラミング教育を充実。



小学校プログラミング教育

　自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組み合わせ
が必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたら
いいのか、記号の組み合わせをどのように改善していけば、より意図した活動
に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力

プログラミング的思考とは



ＩＣＴ活用の実態











石川町の学校ＩＣＴ整備状況

小学校全児童数　698人 

中学校全生徒数　340人　　合計　1038人 

児童生徒用パソコン設置数　120台 

タブレット端末(iPad) 240台　合計　360台

1038 / 360 = 2.9   2.9人に1台整備済 

(ただし、町全体として)



国の動き





GIGAスクール構想









簡単に言うと・・・

各小中学校に超高速ネットワーク環境・電源
キャビネットを整備

全児童生徒に1人1台のパソコン等を整備

令和元年度予算化→令和2年度中整備

令和元年度予算化し令和2年度中整備 
　　　　　　　　→小学5・6年生と中学1年生 
令和3年度整備　→ 中学2・3年生 
令和4年度　→ 小学3・4年生 
令和5年度　→ 小学1・2年生 

ただし、児童生徒数の1/3は自治体の責任で整備しなさい



ＩＣＴ環境に関する課題

先生によって活用状況に個人差がある
準備や片付けに手間がかかる

今の整備状況だと活用に限界がある（大型提示
装置整備状況、セキュリティ関係）

パソコン等端末を整備してもシステムやソフト
が無ければ使い道が限られる

ＩＣＴ支援員の配置

授業支援システムやソフトの導入

計画的に大型提示装置を整備 

ネットワーク環境の分離



1. 補助金によりネットワーク・電源キャビネット整備 

2. 45000円上限の補助を受け児童生徒1人1台端末整備 
3. 先生用インターネット系端末を整備 

4. ＩＣＴ支援員の配置 

5. 授業支援システムやソフトを導入 
6. プログラミング教育教材を整備（↑ここまで令和2年度） 

7. 校務支援システムを導入（令和3年度4月より運用） 
8. 大型提示装置を整備（令和2年度より随時） 

9. 先生方へのＩＣＴ活用研修やプログラミング教育研修等実施

今後の石川町の情報化教育推進




